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長尾雅人先生 ご逝去

　 2005 年 3月 13 日、日本学士院会員 ・京都

大学名誉教授　長尾雅人先生が 97歳の こ生

涯 を終え られ 、

「古木が倒れ る如 くに 」 お 浄

土 へ 往生 され ま した 。 先生は、1968年か ら

1989年 まで の 21 年間の 長 きに 亘 っ て、日

本西蔵学会の 会長 として本 学会の 発展 に ご

尽力 くだ さい ま した 。 先生が 学会長 として

存在 して い るだ けで 、学 問の世界 にお ける

本学会の 存在 が評価 され て き ました
。 それ

は、先生 の チ ベ ッ ト文献 を駆使 した 大乗仏

教の 中観 と唯識 に つ い て の 比較文献 学 に よ

る思想研究 が 、 世界の 研究者 を リー ドし、 国

際的な評価 を得て い たか らに他な りませ ん 。

私 も先生 と同 じ学問分野 に身 を置 く一人 と

して 、 先生 の 学恩 に甚深の 謝意 を表す る と

共に 、 先生の 学恩 を門弟 と して 直 に蒙 られ

た早 島理氏 と武内紹人氏に 、追悼文 をお願

い 致 し、こ こ に掲載 させ て い た だ き ます。

日本 西蔵学会会長　小川
一

乗

長尾雅人先生の 思い で 長尾塾の 35年

早島　理

　長尾雅人先生 は 昨 2005 年 3 月 13 日に

往生 の 素懐 を遂 げられ ま した 。 享年九十七 。

門下生が 白寿の お祝 い の 会 （同年 5 月に予

定）の 準備を進め て い る最中の こ とで した 。

一
周忌 に お 参 りさせ て い た だ い て 、改め て

様々 な こ とが 思 い 出され ます 。 長尾塾 を中

心 に
、 先生 か らい ただい た学恩 の

一
端に触

れて みた い と思 い ます 。

　三 回生進学 に あた り仏教学を専攻 す る こ

とに決め た 1968 （昭和 43）年の 春 、 京都大

学文学部東館に あ っ た先生 の 薄暗 い 研究室

を 、

一
緒に 仏教学を専攻す る こ とに な っ た

N 君 と 、 恐る恐 る訪れた。先生 か ら 「初級

サ ン ス クリッ ト語文法 」 修得の 有無を問わ

れ、また仏教学を卒業 して も就 職 は な い 旨

告げられ た 。 退室 まぎわ に N 君が 「長尾先

生 は悟 りを得 られ ま したか 」 と突如質問 し

た 。 暫 く黙考 のあ と、先生 は静か に 「仏教 を

学ん で い る と、解 っ た と思 う時が ある、 し

か しそれ は よ く解 っ て い な い こ との 始 ま り

に すぎな い 」 旨の こ とを話 され た ように記

憶 して い る
。
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　数多 くの 門下 生の なか で京都大学で の 最

後の 学生 に属す る筆者 は 、
い わゆる 69 年大

学紛争の 世代 で あ る 。 紛争の
一

番激 し い と

き、火中の 栗を拾われ る ように 先生 は文学

部長 の職 に就か れた 。学問研究 と は
一
番縁

遠 い とこ ろで 先生が ご苦労 された 時代で あ

る 。 学友会 との 徹夜団交、学部 封鎖 とい っ

た 異常事態の 中で 、 堅忍 の まま先生 は い つ

で も静か に 「仏教で は ＿」 と切 り出 し始め

て学生達 と話 され、危機 の 時代 を乗 り越え

られた こ とが鮮明に思 い 起 こされ る 。 晩年、

仏教 の 真髄 を現す言葉 と して 、 先生は色紙

に 「k面nti 　忍 」 の 字を認め られた 。 云 う

まで もな く 「忍」 の 根本は諦察法忍で、その

上 に忍苦や忍耐が ある。先生の 仏教理解の

何事か を暗示して い るか の よ うで 興味深い
。

　文学部が当時開講 して い た 学部共通語学

の 一
つ に 「初級チベ ッ ト語」 が あ る 。 長年、

東洋史の 佐藤長教授が 担当 され て い た
。

と

こ ろが 紛争後 、 そ して こ退官直前の 年 、「初

級チベ ッ ト語 、 担当 ：仏教学教授長尾雅人 」

と掲示 され た 。 どの よ うな経緯で先生 が ご

担 当に な られ たの か は 不明で あ る 。 ま た研

究 室の諸先輩 に尋 ねて も、長尾先生 の 「初

級チベ ッ ト語 」 を受講 した とい う話は 聞か

な い
。 恐 ら く文学部 で 長年教鞭 を執 られた

な か で 、最初 に して 最後の
「
初級 チ ベ ッ ト

語 」 担当で は なか っ た ろうか 。

　 初級文法は 一通 り学ん だ っ も りで は い た

が 、先生 の 「初級チ ペ ッ ト語 」 に 引か れ筆

者 も受講 した 。 受講学生 は
一

級下の T 君

（現在 は生 駒市で 社会福祉事業を通 じて仏

教 の 慈悲 を実践 して い る）を い れ て 数名で

あ っ た 。

　 最初 に教科書 と して 明石恵達 『西蔵語文

典綱要 』、池田澄達 『チベ ッ ト文法入門』 な

どの紹介 が あ っ た 。 しか し文法の 説明 は最

初だ けで 、
い きな りテ キ ス ト講読に 入 っ た 。

講読 しなが らチベ ッ ト語文法 と内容を理解

する方法で あ る 。 幾つ かの 短 い テ キス トを

読ん だが、「阿弥陀経』 は最後 まで 読み終え

たよ うに記憶 して い る 。 最後まで 受講 した

の は結局 T 君 と二 人だ け 。 単位取得を必要

とした T 君が、長尾先生か ら 「初級チペ ッ ト

語」 の 単位 をい ただ い た唯一
の 学生で ある 。

　ご退官され た 1971年 （昭和 46年）、 五月

連休 明けの 某 日、当時京大 人文科学研究所

にお られた荒牧典俊先生か ら 、 東山泉涌寺

の 長尾先生の ご 自宅に参上するよ うに と の

連絡が あ っ た 。 長尾塾研究会の 開講、 それ

も先生 と塾頭荒牧、塾生早島の 三 名で の 開

講で あ る 。 テ キス トは 『攝大乗論』 で あ っ

た
。 本論 と諸注釈を、蔵訳、漢訳を参照 し、

サ ン ス ク リ ッ ト原典 を想 定 しなが らの 厳密

な解読が始まっ た 。

　 『擾大乗論 』 の 解読 を通 じて 、先生の 原

典解読の 厳 しさ を肌で 感 じ るこ とが で きた 。

それ は単 に 「攝大乗論』 の 厳密な解読 と い

うだ けで は な く、 無著に 伝え られた仏陀 の

直説 をその ま まに理解 し 、 仏法を現代に正

しく伝え ようとする伝法者 とで も云 うべ き

厳 し い 姿勢が 感 じ られた 。 そ うい えば 、 先

生 の
一周忌 に は 直筆の 「dharmadipa　 法

灯明 」 が掲げられ て い た 。

「法灯明」 を灯し

続 けたこ一生で もあっ た と云 えよう。

　研究会で 『攝大乗論』 第 3 章 「入所知相

分 」 の 「無分別智」 （III−12）解読の 折 、 無

分別智の 構造 （加行道四善根位で の 加行 無

分別智、初地入見道に お け る根本無分別智 、

第二 地乃至第十地の 後得無分別智）を説 明

す る中で 、向上 と向下 （菩薩の 初地か ら十

地 へ と向上 しつ つ 、無分別智か ら後得清淨

世 間智へ と向下す る）、世俗 と勝義、縁起即
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空性 、 三 性説の 由来 と意義、そ して 往相還

相の 二 種廻向 （「教行信証』）へ と、 先生の ご

理解 が展開 され た 。

　 梵蔵漢の 諸テ キ ス トの 精密な解読 に基

づ く仏教思想 の 解明と 、 先生 ご 自身の 哲学

的ある い は 宗教 的思 索が一
つ に解 け合 っ

た講義 で あ る 。 後々 まで先生 が 口 に されて

い た 、 フ ィ ロ ロ ジ カ ル な視点 と同時に フ ィ

ロ ソフ ィ カル な見地 を堅持 した研究 （ある

い は フ ィ ロ ロ ジーに裏付け され た フ ィ ロ ソ

フ ィ
ーの 研究 ）を 自ら実践 され て い る こ と

を実感 した 。

　研究会終了後に ビール をい ただ きなが ら、

『攝大乗論 』 は東方文化研究所に勤 めだ し

た頃か ら読み 続 けて い る が 何度読 み直 して

も難解で あ る こ と、 和綴の 大蔵経 を古書店

で求め 、 切 り張 りしなが ら諸訳対照本 をご

自身で 作成 され た こ とな どを拝聴 し 、 また

その 諸訳対照本を実際に拝見 す るこ とがで

きた 。

　こ の長年に わ た る 『攝大乗論』 研究の 集

大成が 大著 『攝 大乗 論　和 訳 と注解 』 （上

1982、 下 1987 、 講談社）で あ る。 想定サ ン

ス ク リッ ト原典 （還元梵文の 一
部が 付記さ

れて い る）を考慮 しつ つ 蔵文か らの 注意深

い 和訳が 、 対比された 漢訳の 読み 下 しとと

もに提示 されて い る 。 さ らに 、 周到な注解

は長年の研 究成果の 結実 した もの と い えよ

う。 こ の 『攝大 乗論　和訳 と注解 』 は瑜伽

行唯識思想研究 を飛躍的 に発展させ た の み

ならず、瑜伽行唯識学派 の 思想形成 と大乘

仏教の 成 立 との 関わ りに新たな展望 を もた

らした こ とに も留意 した い
。 こ の 大著の 校

正や、後の 索引作成 （2 巻本、1994）な どに

長尾塾の 当時 の 塾生が 協力 した こ とは云 う

まで もない
。

　同 じ く研究会で 、『大乗荘厳経論』 （以 下

MSA ）研究の 経緯をお 聞きする こ とが で き

た 。山 口益先生 を中心 に 野澤靜證先 生 な ど

と蔵訳安慧釈を ガ リ版で 印刷 しなが ら 『大

乗荘厳経論』 を読み続 けた こ と （例えば安慧

釈第 6 章 「真実品 」 ガ リ版刷 ノ ー トの末に

は 「昭和 9 年 11 月 15 日」 の 日付が 記入 さ

れて い る 。 さ らにそ の 下に 「June　1，62」 と

加筆され て お り、何度も読み 返 された こ と

が伺 われ る）、その時 タイプライ ターを利用

して 語彙カ
ー ドを作成 し続け、それ を元 に

後年同論書の 梵蔵漢索引 （2 巻本 、 1958
，
61、

日本学術振興会）が 刊行され た こ とな どで

あ る 。 特に 語彙採取 の 方法 （思想語彙索引

を意図 して 採取）に苦心 された との こ とで

あ っ た 。 こ の 索 引の 語彙採取方法 は世界の

研究者か ら高 く評価 され て い る 。 しか し先

生 ご自身は まだ まだ ご不満だ っ たご様子で、

訂正版 を意 図されて い たの で あ ろ うか 、再

三 の要請に も関わ らず こ の 索引の 再刊は最

後 まで 承諾されなか っ た 。

　長尾 塾 は 『攝大乗論』 解読が
一

段落 した

後、MSA の 解読研究に 移 る 。 先 生 は梵蔵

テ キ ス トや語彙カ
ー ド作成 に早 くか らタイ

プライ タ ーを利用 されて い た 。テ キス ト解

読 に い ち早 くパ ソ コ ン を導入 した の も先生

で あ る 。 自ら Naga （Ffont を作成 して 研究

作業の 効率化 を図 られた。機種 は途 中か ら

Mac を使 用 し、晩年 もパ ソ コ ン を利 用 し

て MSA を読み 続けて お られ た 。その パ ソ

コ ン データを何 度 か見せ て い ただ い た が 、

MSA の全章にわた っ て 、偈頌 と世親釈の 梵

文 ・蔵訳 ・漢訳の 対照テ キス ト （偈頌 の 蔵訳

が世親釈 の 偈頌蔵訳 と異な る場合は それ を

丁寧 に注記 し て あ る）と和訳 、 それ に注記

が克明に 記され て い る 。 注記に は梵文 の訂

正 とそ の 根拠、蔵訳や漢訳 の 解釈 が梵文 と

異な る場合 は その 説明、蔵訳 に残存す る無
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性や 安慧の復注釈の 解読 に も とづ きその 和

訳 を取 り入 れ た詳細な解説 などが丹念 に記

されて い る。和訳の み な らず、多 くの 章で

は英訳が 試み られ て い る 。 さらに データに

は 読み 終えた 日付が 記入 され て い る が 、 古

い 日付の あ とに 何度 も新 た な日付が 追記さ

れ て い て 、全章を長年に わ た りくり返 し解

読され て い た こ とが示されて い る。

　筆者 の 知 る限 り、 MSA に関す る先生 の

ノ
ー

トに三種類ある 。

一
つ は世親釈 を中心

とした タイ プ印刷版ノー トで あ る 。 次は 上

記の 安慧釈ガ リ版刷 ノ ー トで 、こ の 両者 は

章毎に製本され 、幾重 に も書 き込み がな さ

れ また 日付 が記入 され て い る。最後が 如上

の パ ソ コ ン データ版 で あ る。前二 者を統合

しなが ら新 た な ノー ト作成を試み られた よ

うで あ る 。
い すれ に せ よ これ らの ノ ー トは

長尾先生が 「攝大乗論』 や 『中辺分別論』 と

ともに 、 MSA を い か に重視 して い たか を物

語 っ て い る。

　 長尾塾 で 先 生 が最後 まで 読 まれ たの も

MSA で ある。 「『大乗荘厳経論』 の 和訳 と注

解　一第一章第
一

偈か ら第六 偈まで 一
」 が 文

字通 り最後の 論文で あ る。 先生の
一

周忌 に

合わせ て 公刊され た の は何よ りで した （龍

谷大学 『仏教学研究』 58 ・ 59合併号）。

　 研究 ノ
ー トで は あ るが 、 MSA 研究に 関

して い えば 、 先生 の ご研 究 が宇井伯 寿訳、

S．L6vi訳 を遙か に凌駕 して い る こ とは言を

待た な い
。 後進 のた め に 何 らか の か た ちで

公 に され るこ とを望む もの で ある 。

　 先生が 戦前 に 蒙古 ラ マ 廟調査か ら帰 られ

た ら白髪 に な っ て い た こ と、イン ド仏跡調

査で ご苦労され た こ と 、 梵本 「中辺分別論 』

の 写本解読 で 目を悪 くされ た こ とな どな ど 、

研究会で 多 くの こ とをお聞 き した が こ こ で

は省略す る 。

　長尾塾は開講以来 、 漸次 、 瓜生津隆真先

生 ・片野道雄先生、それ に京都大学や龍谷

大学の 若手の研究者が参加 し 、 時 に海外か

らの 留学生 を交えなが ら、また会場も泉涌

寺 の ご自宅か ら龍 谷大学 に移 しなが ら継 続

して行われた 。

　時に は泉涌寺を訪問された海外の 研究者

の 多 くの 方が その まま長尾塾に出席され た 。

ゴ メ ッ ツ博士 、
ル エ ッ グ博士 な ど枚挙 に 暇

が な い 。 先生が 世界の 仏教学の 中核で あ っ

た こ とを物語 っ て い る 。 先生が 国際仏教学

会 （IABS ）の創立に ご尽力され 、 初代の理事

長 （1976−78）に就任 された時の お話を伺 っ

た の もこの研究会 に お い て で あ っ た と思 う。

　長尾塾は現在も続き、荒牧 ・桂紹隆両先生

を中心 に、長尾先生の ノ ー トをもとに 『大乗

荘厳経論』 の 解読研究が龍 谷大学大宮校舎

の
一

隅で 行 われ て い る 。
ご退官の 1971 年

か ら現在まで 35 年余 、 そ の 間 、 多 くの 塾生

が長尾先生 か ら直接ご指導を い た だ き仏教

学を学ぶ こ とがで きた 。

　 長尾塾研 究会がか くも長 き にわ た っ て存

続 し続 ける こ とが で きたの は、ひ とえに 奥

様や ご家族の 方々が 支 えて 下さ っ たか らで

あ る。ご自宅 で研究会が 持たれ て い た 時は

毎週遅 くま で お 邪魔 し 、 研究会 の 合間や終

了後に お茶や ビール をご馳走に な りました 。

会場を龍谷大学に移 して か らは 、 奥様や ご

家族 の方が 付 き添 っ て 下 さい ました 。 随分

とご迷惑を おか けし 、 またお世話に な りま

した。改めて感謝する次第で す 。

　 厳 しか っ た先生 と優 しか っ た奥様 を偲び、

長尾塾研究会 を続けなが ら先生の仏教研究

を後 に続 く人たち に伝えた い と思 い ます 。

合掌
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一 長尾雅人先生 ご逝去一

追記　先生 の 来歴 や業 績な ど多 くの こ と

を省 略 しま した 。 先 生 ご還 浄の あ と、次

の 追 悼文が 出さ れ て い ます 。 参 照 して い

た だ けれ ば 幸 い で す 。 辻村 公 一 「故 長尾

雅 人会 員追 悼の 辞 」 （日本学士 院紀 要 60−

2）。 Jonathan　Silk
，

，Eulogy： Ganjin　M ．

Nagao，

（MAHAPITAKA 　Newsletter　New

Series　11
，
2006）。 服部正明 「長尾雅人先生

を偲ぶ 」 （東方学 110、 2005）。 荒牧典俊 「長

尾雅 人先 生へ の 弔辞」 （同上）。桂紹 隆 「世

界を駆けめ ぐっ た仏 教学者 、長尾雅人先生

の 思 い 出」 （同上）。 御牧克己 「長尾雅人先

生の ご逝去を悼む 」 （以文 48
、
2005）。 長尾

塾研究会編 『長尾雅人師を囲むで 』 （故長尾

雅人先生 の 追悼法要並 びに偲 ぶ会 事務局 、

2005）。

長尾雅人先生を偲ぶ

武内　紹人

　長尾先生 は 、 父 （紹晃〉の 事実上の 師で あ

り奥さ ま と母が 血 縁 だ っ た の で 、子供 の 頃

か らよ くお会 い して い た らし い
。 お ぼ ろげ

に憶え て い る先生 は
、 皆が す き焼きを食べ

終わ る の を待 っ て鍋に ご飯を入れお じや を

つ くっ て 食 べ る 白髪 の お じさんだ っ た 。 京

大 入学が 決 ま っ た直後 、 久 しぶ りに お会 い

した先生 は 、

「こ わい ！」 と聞か されて い た

わ りにや さしか っ た 。

「京大に は ま ともな思

想家 はい るの ですか．．．」 とい う生意気盛 り

の 議論に も辛抱強 くつ きあ っ て 、「まだお前

は学問 を何 も知 らな い んだか ら、 ま っ こ れ

か らち ょ くち ょ く来なさ い 」 と言われた 。

　 それ以来 、 月に 一
度は お 邪魔 して ご馳走

にな っ た 。 夕食の 後、先生 は音楽を聴 き三

千 ピース の ジグゾーパ ズル を しなが ら議論

の相手を して くだ さ る、もち ろん ウイス キー

も飲みなが ら。 で 、私が酔 っ ぱ らっ て 帰 る

か、その まま寝 て し まっ た後 、 先生 は ウイ

ス キーをも っ て 渡 り廊下の 向 こ うの 書斎に

こ もっ て 朝まで 仕事を し、パ ン とウ ォ ッ カ

の 朝食 を とっ ておや すみ に な る 。

　 こ の 生 活パ ターン は京大退官後、 80 代

後 半に な っ て 初 め て （1）病気 らしい 病気 を

す る まで 変わ らなか っ た と思 う。 自分 も少

し年を喰っ て 、酒 と夜更か し好 きだ けが長

尾先生 との 共通点だ と覚っ た 私に とっ て先

生 は こ の 上 な く心強 い 存在 で 、
い つ しか学

者 の理想像 と仰 ぐよ うにな っ て い た 。 ただ

そ れ は 、 先生 が好 きな学 問に専念 で きる よ

うに との 御家族 の 暖か い 配慮 の 賜だ っ た と

思 う。

　ご 自宅 に招か れた 方 は誰 も長尾家 の 開か

れ た ホ ス ピ タ リテ ィ を感 じられ た こ とだろ

う。 正 月やお 茶会 、 研究会の 後、外国 の 学

者の 訪問な ど折 りに ふ れ て 開か れ た長尾家

の パ ー
テ ィ で は 、 先生 を中心 に お酒 と議論

が あふ れ、サ ロ ン とは こん な もの か な と思

わせ るの びやか で 楽 しい 雰囲気だ っ た 。 先

生 は 、 話が よ く聞 こ えない ん だ と言い なが

ら楽 しそ うに 飲んで お られたが 、 と き に鋭

い 学 問的疑 問をぶ つ けて 、荒牧先生や レ ス

リー河村先生 な ど居合 わせ た お弟子 を議論

に巻 き込 まれ る こ ともあ っ た。門外漢 の 私

に は よ くわか らな い が 、 先生 の 質問 は 厂な

ぜ そ うなん だ ？お か しい じゃ な い か ？j と

い う既成概念 に対す る とて も素直な疑問 に

感 じられた 。 上山大俊先生の 「長尾先生 は
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